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◎ 愛知県農業会議の臨時総会及び理事会を開催しました

8月6日に「愛知県三の丸庁舎」において、理事の補充選任を議題として、一般社団

法人愛知県農業会議の平成30年度第1回臨時総会を開催しました。

愛知県市長会及び愛知県町村会の役員の交代に伴い、市長

会会長で一宮市長の中野正康氏及び町村会会長で阿久比町長

の竹内啓二氏の2名が理事に選任されました。

また、臨時総会後に農業会議の平成30年度第4回理事会を開

催しました。

欠員となっていた副会長1名に竹内啓二理事（愛知県町村会

会長、阿久比町長）を選定しました。 【竹内新副会長】

◎ 国家戦略特区活用セミナーが開催されました

8月6日に豊橋市の「県東三河総合庁舎」において、県農業経営課主催の国家戦略特

区活用セミナーが開催され、農業者、農業団体、事業者、行政関係者等86名が参加し

ました。

農林水産省経営局就農・女性課からは、国家戦略特別区域農業支援外国人受入事業

について説明があり、続いて愛知労働局労働基準部監督課からは派遣先農業経営体に

おける労務管理の留意点について説明がありました。

この事業は、農業者が外国人材を雇用するのではなく、労働者派遣事業者（特定機

関）との間で外国人材の業務の内容や派遣期間等についての労働者派遣契約を結んで

外国人材の派遣を受ける仕組みとなっています。

現在は、労働者派遣事業者（特定機関）の選定が進められている段階にあります。

＜労働者派遣の仕組み＞
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◎ 農地中間管理事業コーディネーター等研修会が開催されました

8月8日に名古屋市中区の「県水産会館」において、県農地中間管理機構（(公財)愛

知県農業振興基金）主催の農地中間管理事業コーディネーター等研修会が開催され、

コーディネーター約50人が出席しました。

可知理事長の挨拶の後、研修に入りました。この中で、機構からは、農地中間管理

事業の実績が29年度末時点で累計1,711haとなり、29年度は名古屋市と稲沢市で顕著な

増加が見られたこと、借受希望が実績をかなり上回っている状況にあること、農業委

員会の事務局との情報共有は進んできたが、委員との協力関係の強化が望まれること

などについて説明がありました。

農業会議からは、農地利用最適化の推進や推進委員の役割などを説明したほか、推

進委員・農業委員と機構コーディネーターとの情報交換の場づくりなど、地域の状況

に応じて双方の連携を深めていくことの重要性について説明しました。

◎ 常設審議委員会（８月）の審議状況について

8月6日に「愛知県三の丸庁舎」において、農地法等に係る市町村農業委員会からの

諮問に対する答申を審議する常設審議委員会を開催しました。

8月の諮問は、農地法第5条に基づく転用事案 15件、91,067㎡について審議し、いず

れも原案どおりで差し支えない旨承認されました。

◎ あいち米の初出荷式が行われました

8月10日に「ＪＡあいち海部鍋田支店集出荷場」において、愛知県経済農業協同組合

連合会及びあいち海部農業協同組合共催の平成30年産あいち米初出荷式が開催されま

した。

式典は、主催者の中野修経済連常務理事、平野和実あいち海部農協代表理事組合長

の挨拶、来賓祝辞の後、ミス弥富の井坂理子さんに一日検査員を委嘱し、出荷米（あ

きたこまち）の検査を行い、検査結果は1等でした。

次いで、ミス弥富、来賓及び主催者による出発式(テープカット)が行われ、平成30

年産あいち米を載せたトラックを送り出しました。

式典終了後は、消費者交流会が開かれ、新米のおにぎりなどの試食が提供されまし

た。今年の作柄については、品質は良好とのことです。

◎ 山本善博氏の叙勲受章祝賀会が開催されました

8月10日に「半田市福祉文化会館」において、関係者約200人が出席して、前半田市

農業委員会会長の山本善博氏が旭日単光章を受賞されたことを祝う叙勲受章祝賀会が

開催されました。長尾半田市農業委員会会長が発起人を代表して挨拶し、榊原半田市

長を始めとする来賓が祝辞を述べた後、山本氏が感謝の言葉を述べられました。

同氏は、平成11年から29年まで農業委員を務め、平成20年から3期にわたり会長を務

められ、耕作放棄地の解消や食育の取組などに尽力されました。

今後の一層のご活躍を心よりお祈り申し上げます。
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◎ 都市農地の貸借の円滑化に関する法律等に係る東海ブロック説明会が開催されまし

た

8月23日に名古屋市中区の「名古屋能楽堂」において、農林水産省及び国土交通省の

主催による都市農地の貸借の円滑化に関する法律等に係る東海ブロック説明会が開催

され、同法と生産緑地制度について両省の担当官が説明しました。

都市農地貸借円滑化法の施行により、意欲ある担い手への生産緑地の貸借がしやす

くなるとともに、相続税の納税猶予が受けられるようになります。

申請者が作成した事業計画について、農業委員会の決定を経て、市町村長が認定す

る仕組になっています。

◎ 愛知県農業再生協議会の通常総会が開催されました

8月27日に名古屋市中区の「ＪＡあいちビル西館」において、平成30年度愛知県農業

再生協議会（会長－県農林水産部長）の通常総会が開催されました。

愛知県における平成31年産米の生産数量目標の目安の設定方針について協議を行い、

8月21日に開催された愛知県水田農業検討会議の検討結果に基づき、132,080tとするこ

とで承認されました。

◎ 農地中間管理事業の加速化に向けた都道府県別ヒアリングが実施されました

8月28日に東京都千代田区の農林水産省において、山北審議官、経営局農地政策課の

姫野農地集積推進室長他の担当官等が出席して、農地中間管理事業の加速化に向けた

都道府県別ヒアリングが実施されました。

本県からは県農林水産部の兼原農業振興課長他、県農地中間管理機構（(公財)愛知

県農業振興基金）の可知理事長に加え、農業会議から野澤事務局長及び飯田農地利用

最適化推進室長が出席しました。

農水省からは、農業会議及び農業委員会関係では、機構及び県との連携の下農家の

意向確認などの推進委員、農業委員の現場活動が活発になるよう支援してほしい、上

乗せ報酬条例の整備を引き続き働きかけてほしい、農地情報公開システム（全国農地

ナビ）については、データ移行が完了していない6委員会について速やかに完了してほ

ほしいといった依頼がありました。

農業会議からは、3月27日の申し合わせ決議に基づく一連の取組の状況と今後の予定

を説明するとともに、円滑化事業が主体となっている地域も多いこと、中山間地域や

都市地域の農業の振興も課題となっていること、農地ナビへの対応が委員会事務局に

とって大きな負担となっていることなど関連事項も含めて説明しました。

◎ 「農の雇用事業」指導者養成研修会等を開催しました

8月29日に中村区の「ABC貸会議室」において、社会保険労務士の三ツ口美恵子氏を

講師として、農の雇用事業の経営者又は研修指導者を対象とする「指導者養成研修会」

を開催しました。研修事項として、「農の雇用事業」の仕組みと事業実施上の留意点を

始め、助成金交付申請書の記載方法と留意点、現地確認調査及び労務管理上の注意点

を説明しました。
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また、8月31日には、同会場において、農の雇用事業の研修生を対象とする「事業説

明・研修会」を開催しました。研修事項として、「農の雇用事業」の仕組みと事業実施

上の留意点を始め、助成金交付申請書の記載方法と留意点、現地確認調査について説

明した後、参加した研修生による情報交換として、各人から研修している内容や今後

の目標などを発表し、意見交換を行いました。

◎ 農業者年金重点市町村・ＪＡ打合会を開催しました

農業者年金の愛知県の加入状況は、平成29年度の加入者累計が960人で新規加入者は

前年度の合計26人よりも増加したものの44人にとどまっています。

6月に農業者年金に関わる5者(一般社団法人愛知県農業会議、ＪＡ愛知中央会、一般

社団法人全国農業会議所、ＪＡ全中、独立行政法人農業者年金基金)の協議により、30

年度は6市を重点市町村、6ＪＡを重点ＪＡに指定しました。

これを受けて、重点市町村、重点ＪＡ、農業会議、ＪＡ中央会、農業者年金基金に

よる打合会を8月30日に名古屋市中区のＪＡあいちビルで開催しました。

農業者年金基金から現状と今後の加入推進について、農業会議から30年度加入推進

の取組方針等を説明し、加入推進名簿の精度向上と共有化、農業委員会総会やＪＡ役

員会での制度説明、戸別訪問、諸会議・研修会等でのＰＲチラシの配布などを依頼し、

その後、意見交換を行いました。

重点市町村以外の農業委員会においても、総会等での制度説明、戸別訪問、ＰＲチ

ラシの配布等をお願いします。また、ご要望があれば農業会議職員が説明に伺います。

◎ 農業委員会事務局に対する巡回支援を実施しています

農業会議では、機構集積支援事業を活用して農業委員会事務局への巡回支援を8月31

日の東三河4市を皮切りに10月中旬まで11箇所で実施します。主なテーマは、推進委員

・農業委員による現場活動の促進、農地情報公開システム（全国農地ナビ）の運用上

の課題、農業委員会事務局から提起された諸課題等を予定しています。

◎ 今後の主な行事予定

９月 ３日 東海ブロック農業会議事務局長等会議（県三の丸庁舎）

９月 ５日 都道府県農業会議専務理事・事務局長会議（東京都）

９月 ６日 常設審議委員会（県三の丸庁舎）

９月１１日 農業委員・農地利用最適化推進委員等研修会（県三の丸庁舎）

９月１４日 農業委員・農地利用最適化推進委員等研修会（西三河総合庁舎）

９月１８日 農業委員・農地利用最適化推進委員等研修会（県三の丸庁舎）

１０月 １日 東三河地域協議会（豊橋市役所）

１０月 ２日 豊田加茂地域協議会（豊田市役所）

１０月 ３日 知多地域協議会（武豊町地域交流センター）

１０月 ５日 農業委員・農地利用最適化推進委員等研修会（豊橋市役所）

１０月 ９日 常設審議委員会（県三の丸庁舎）


